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１ ．背景と目的
　クラシックギターは、多彩な音色が表現できること、
および、和音とメロディーが一台の楽器で扱えること、
などにより「小さなオーケストラ」と呼ばれ、他の多く
の楽器と並んでバラエティに富む表現が可能といわれて
いる。最大の魅力とも言えるその音色は、楽器や弦の種
類だけでなく、爪の長さや形、奏法に大きく依存してい
る。テクニックの優れた名演奏家たちはいくつもの音色
を使い分けて演奏を重ねてきており、現代の演奏家たち
も奏法の模索を続けている1）。
　19世紀の産業革命以降、多様な楽器について「大型化」
と「調律の厳密化」が進んだ。その結果、音楽史でいう
ところの古典派～ロマン派の時代にはアンサンブル演奏
が隆盛を極め、劇場や管弦楽などのパフォーマンスのス
ケールも大きくなった。ただし、クラシックギターは小
音量の問題を解決できずにいたため、それまでギターが
しばしば用いられていた室内楽においても、徐々にピア
ノに置き換えられていった。その後しばらくして、制作
技術の進歩によってギターも大型化、大音量化の動きが
出てきたが、他の楽器との共演の機会は結果的に限られ
てしまった経緯がある。近年、デジタル機器の発展に伴っ
て演奏会においてもPA（Public Address；音響拡声装
置）を使うことが一般的となり、ようやく室内楽やオー
ケストラとの共演がスタイルとして浸透しつつある。こ
のように、クラシックギターは優れた特徴を持ちながら
も、クラシック音楽分野においてはややマイナーな扱い
となっている2），3）。このことは、楽器とその奏法がまだ
まだ発展段階であり、特に奏法面で多くの可能性を秘め
た楽器であることを示唆しているともいえる。
　本研究は、これまでに報告の見られるギターの音質、
構造、振動特性に関する研究4）～ 7）とは異なるアプロー
チをとるものであり、クラシックギターの楽曲に適した
奏法を考察することに資するべく、国内のギターコン
クールの選曲傾向を分析した。さらに、コンクールでし
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ばしば演奏される楽曲のいくつかについて、楽曲中の音
符の音価、およびギターの各弦の弾弦回数について、平
均情報量の分析を行った結果を報告する。
２ ．ギターコンクールにおける選曲傾向の調査方法
　GLC学生ギターコンクール（ギター・リーダーズ・ク
ラブ主催）は、クラシックギター界においてプロへの登
竜門と言われ、ギタリストを目指す多くの若者が挑戦す
るコンクールである。本節では、小学校低学年の部から
大学生の部までのうち、本選自由曲の制限時間が同じ 8
分である中・高・大学生の 3つの部門における過去12年
分の選曲傾向を分析した8）～19）。
　まず、バロック・古典派・ロマン派・現代の 4つの時
代様式に区分し20）、各部門上位 3名の演奏曲を12年分集
計した。当コンクールは 1人当たりの曲目制限がないた
めに、比重を統一すべく、1人 1曲の場合は「 1」、1人
2曲の場合は「0.5」とした。時代区分は、楽曲が書かれ
た時期に基づいた（図 1と 2）。
　現代の楽曲が圧倒的によく演奏され、かつ増加傾向に
ある。作曲家が現代のギターの特性を熟知し、現代的な
不協和音やダイナミックレンジの幅によりインパクトの
強い楽曲を自由に創作している結果であり、そのような
楽曲の選曲は奏者に有利にもはたらいている。一方で、
バロックと古典派の楽曲は減少傾向にある。バロック、
古典派時代のギターは、現代のギターより弦の張りが弱
く、また小ぶりで、コントロールが比較的容易であった。
当時の楽曲を現代のギターで演奏するには、基礎的な筋
力と十分な鍛錬、そして集中力が要求されるため、ミス
なく弾くことに神経を使いがちになる21）。現代の楽曲と
比較すると演奏効果は小さく聞こえる場合もあり、出場
者はバロックや古典派の楽曲を積極的に選曲しなくなる
ことにつながっている。ロマン派の楽曲の選曲数につい
ては、変化が少なく、弾かれる作品も限られている。コ
ンクールではなく一般の演奏会で良く演奏される
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─1949）らの作品も、コンクールでは選曲回数が多い方で
はなく、コンクール向きでないと出場者らが考えている
ことがうかがえる。
３ ．ギター曲の情報量分析の方法
　表 1は、前節の調査で各曲の選曲回数を分析した結果、
上位であった現代の 5楽曲と、一般の演奏会で好まれる
ロマン派と古典派の 2楽曲のリストである。これら計 7
曲を取り上げ、音価と使用弦の平均情報量分析を試みた。
　音価の平均情報量では各楽曲の楽譜における全種類の
音符の出現回数を、使用弦の平均情報量では 1～ 6弦の
使用回数を、それぞれカウントし、シャノンの情報理論
に基づく平均情報量 を算出した（以下、「音価の情報
量」「使用弦の情報量」と略す）。平均情報量とは、複数
の事象が均等に出現するほど大きくなる演算手法により
得られる数値尺度であり、次の式⑴で与えられる22），23）。
音価の情報量や使用弦の情報量は、楽曲が演奏者や聴衆
を惹き付ける主な要素の一つと考えられる「多彩さ」を

定量化するものと見なすことができる。 は生起確率で
ある。

４ ．結果と考察
4．1　音価の情報量
　表 2に、各楽曲内に出現する音符の音価別総数とその
情報量を示す。《魔笛の主題による変奏曲》（以下、《魔
笛》と略す）の音価の情報量が最も大きかった。《魔笛》
のような変奏曲形式をとる古典期の楽曲は、各変奏内に
おいては似た音型が繰り返されながらも、変奏ごとの曲
想は一般に大きく変化する。このため、楽曲全体として
は多様な音価の音符が用いられることになり、結果とし
て楽曲の音価の情報量は大きくなる傾向になると考えら
れる。さらに《魔笛》の場合は、当時のギターの性能で
は音色に大きな変化をつけることが難しかったために、
作曲者のFernando Sor（1778─1839）は楽曲に音価の「多
彩さ」を追求しようとした可能性もある。言い換えるな
らば、《魔笛》のような古典期の楽曲を演奏する際は、音
価を確実に守ることが演奏上の重要な要件の 1つであ
り、音価の甘い演奏は楽曲の魅力を半減させてしまうこ
とにもなりかねない。
　さらに、複数の楽章で構成された現代曲に注目し、 1
つの楽曲の中における、楽章ごとの音価の情報量とBPM
（Beats Per Minute；1 分あたりの拍数）の変動の状況を
分析した。図 3は《ソナタ》と《大聖堂》の分析結果で
あるが、ここでは表 1に掲載した楽章に加え、開始楽章
から最終楽章までの全ての楽章のトレンドを分析した。

図 1　�GLC学生ギターコンクール中学生～大学生の部
本選における時代様式区分別の選曲数の推移　
（2002─2013）

図 2　�GLC学生ギターコンクール中学生～大学生の部本
選における時代様式区分別の選曲率（2002─2013）

表 1　本論文における分析対象の楽曲
　　　※楽章構成曲は楽章ごとに分析した。

表 2　楽曲内に出現する音符の音価別総数と音価の情報量
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　《ソナタ》は、4つの楽章の音価の情報量はほぼ一定で
あるが、BPMには大きな差があった。《大聖堂》は、第
2楽章で音価の情報量が大きく、第 3楽章でBPMが大
きいという特徴がみられた。《大聖堂》は、例えば《ソナ
タ》にあるような全弦弾きおろしによるフォルティシモ
などは含んでおらず、全曲を通じて強弱のダイナミック
レンジは《ソナタ》ほど大きくない。すなわち、それぞ
れの作曲者の意図として、《ソナタ》では全楽章の音価の
情報量に曲想の統一感を持たせながらBPMとデュナー
ミク（Dynamik（独）；音楽の強弱表現）により「多彩
さ」を演出し、《大聖堂》ではデュナーミクの観点で曲想
の統一感を持たせながら音価の情報量とBPMにより
「多彩さ」を演出しようとした、とも考えられる。
4 ．2 　使用弦の情報量
　クラシックギターでは、普通高音弦で演奏できる音で
あっても、より太く柔らかい音を求めてあえて低音弦の
ハイポジションで演奏することも、特に現代曲で多く見
受けられる。それは、演奏法の発展や変化に伴って様々
な奏法が確立した結果であって、演奏家の技能の向上お
よび時代の要請によるところも大きい。
　図 4に、古典派と現代曲のハイポジション使用箇所を
比較した。各曲とも 4小節を抜粋して示している。《魔
笛》では、古典派楽曲の特徴であるメロディーと伴奏の
関係、そしてギターの押弦制約から、 1～ 2弦の使用が
多くならざるをえない。《ソナタ第 3楽章》は、制約が少
なくより自由な運指が可能となっており、音色を重視し
て 3～ 4弦を多用している。音色のバリエーションを追
求すると、結果として使用弦が偏らずに、使用弦の情報
量が大きくなる。
　表 3に、各弦の使用総回数と使用弦の情報量を示す。な
お、声部間で音符が重なった場合は使用弦が一つになるた
め、使用総回数の合計は表 2の音符の音価別総数の合計と
は一致しない。現代曲は全て使用弦の情報量が大きかっ
た。《ソナタ》は、近年GLC学生コンクールだけでなく、
他のコンクールやコンサートでも弾かれることが多いが、
より均等に 6弦全てを使用することで音色が「多彩」とな
り、聴衆を惹きつける一要素となっていると考えられる。
一方で、人気曲《アルハンブラ》は使用弦の情報量が小さ
い。トレモロ奏法による曲ゆえ、特に 1、2弦の使用に大
きく偏るためであるが、このように楽曲の形式と奏法に
よって使用弦の情報量は概ね定まると考えられる。
4 ．3 　 2 つの情報量の相関
　図 5に 2つの情報量の相関を示す。音価の情報量は「リ
ズム面の多彩さ」に繋がることから、音価の情報量が大
きい楽曲ほど演奏者に分析力・構成力が求められる。ま
た、使用弦の情報量は「音色の多彩さ」に繋がることか

ら、情報量が大きい楽曲ほど表現力が求められる。特に、
現代曲と古典派・ロマン派との間に、使用弦の情報量の
差が大きく表れている。このように、楽曲の魅力を引き
出すための演奏者への要求ポイントは、作曲年代によっ
て大きく異なっており、特に現代曲において演奏者への
要求レベルが高くなっていることがわかる。
　楽曲別にみると、《祈りと踊り》は、リズムの安定性は
もちろん、ハーモニクス（Harmonics；弦楽器における
倍音奏法）やトレモロなどを駆使して多様な音色変化を
要求する難曲であり、演奏上はこれらの高いレベルのバ
ランスが求められることを示している。一方、《アルハン
ブラ》はいずれの情報量とも小さい。全曲を通して均整
のとれたトレモロを要求する難曲ながらギターファンに
限らず広く好まれる楽曲であることから、 2つの情報量
以外のアプローチから魅力を分析することの必要性も示
唆している。

図 3　�現代曲 2曲の楽章ごとの音価の情報量とBPMの
比較

図 4　�古典派と現代の楽曲のハイポジション使用箇所の
比較

� ※�数字は使用弦を表す。また〇はハイポジションであることを示す。

表 3　　各弦の弾弦回数、および使用弦の情報量
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5 ．結論
　本研究で得られた知見は以下の通りである。
１）最近12年間のGLC学生ギターコンクール中学生～大
学生の部上位入賞者による選曲を 4つの時代様式に区分
した場合、現代の楽曲が60％以上を占めており、増加傾
向も見られた。一方、古典派とバロックの楽曲は減少傾
向にあり、ロマン派においては変化が見られなかった。
２）各時代様式区分から 5曲を選曲し、それぞれの音価
の情報量と使用弦の情報量を計算した。その結果、前者
の大きい楽曲は古典派以降に多く見られ、演奏時には音
価の明瞭さが特に求められることが示された。また、後
者の大きい楽曲は主に現代曲であり、演奏時には音色の
多彩さを追求すべきことが示された。このように、平均
情報量分析結果は各楽曲の演奏効果を高めるためのポイ
ントを示唆する。
　今後はさらに、音高および和音、運指法、演奏音源中
の倍音の状態、演奏のゆらぎ、そして演奏空間との関係
などに分析の対象を広げ、楽曲を効果的に演奏するため
の支援情報の抽出手法を構築したい。
　本稿は、2015年度情報処理学会音楽情報科学研究会第
108回研究会に報告した口頭発表論文24）、および2015年度
新潟県生活文化研究会年次大会ポスターセッションの内
容に加筆、修正したものである。また、本稿の平均情報
量分析の一部において、東海大学理学研究科大学院生、
高松航氏の多大なるご協力をいただいた。ここに感謝の
意を表す。
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図 5　　音価の情報量と使用弦の情報量の関係




